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今
年
の
保
団
連
医

療
研
究
集
会
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
、「
患

者
・
住
民
に
喜
ば
れ

る
医
療
を
め
ざ
し

て
」
で
あ
っ
た
。
こ

の
喜
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

喜
ば
れ
る
と
い
っ
て
も
、
結

果
と
し
て
喜
ば
れ
る
場
合
と
、

喜
ば
れ
る
こ
と
を
目
標
に
す
る

場
合
の
二
つ
が
あ
る
。
後
者
の

場
合
も
、
短
期
的
・
長
期
的
な

面
と
、
喜
ば
れ
な
く
て
も
患
者

に
役
に
立
つ
場
合
も
あ
り
、
や

や
複
雑
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
適
正
な
診
療
報

酬
の
要
求
、
権
利
と
し
て
の
社

会
保
障
制
度
の
理
解
、
日
常
診

療
に
役
立
つ
講
演
会
な
ど
を
通

し
て
、
結
果
と
し
て
喜
ば
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。
こ
の

場
合
の
当
事
者
は
医
療
者
側
で

あ
る
。
医
療
者
と
患
者
が
共
同

す
る
こ
と
が
、
よ
い
医
療
や
、

よ
い
医
療
制
度
を
作
っ
て
い
く

上
で
必
要
と
考
え
る
。
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
行
っ

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加

え
、
真
に
よ
い
医
療
や
医
療
制

度
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
患
者
・
住
民
と
の
共
同
が

必
要
だ
と
い
う
認
識
が
求
め
ら

れ
、
そ
の
思
い
が
「
患
者
・
住

民
に
喜
ば
れ
る
医
療
を
め
ざ
し

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
な
っ
た

と
理
解
し
た
。

自
分
た
ち
の
医
療
が
、
患

者
・
住
民
に
喜
ば
れ
る
医
療
な

の
か
を
常
に
自
問
自
答
す
る
こ

と
が
、
患
者
・
住
民
と
共
同
し

て
い
く
上
で
の
前
提
に
な
り
、

そ
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
く
こ
と

が
運
動
面
で
の
広
が
り
を
も
た

ら
し
、
良
い
医
療
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
の
担
保
に
も
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

今月の会員数／1030人（医科731人・歯科299人） 
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患
者
受
診
実
態
調
査
の
報
告 

経
済
的
理
由
に
よ
る 

受
診
抑
制
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に 

石
川
県
保
険
医
協
会
で
は
、

会
員
医
療
機
関
を
対
象
に
「
受

診
実
態
調
査
」
を
行
い
、
患
者

の
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
受
診

中
断
な
ど
の
受
診
実
態
を
調
査

し
た
。
回
答
数
は
百
七
十
二
件

で
、
回
収
率
は
一
六
・
七
％
で

あ
っ
た
。

「
こ
の
半
年
間
に
、
主
に
患

者
の
経
済
的
理
由
か
ら
、
治
療

を
中
断
ま
た
は
中
止
す
る
事
例

が
あ
り
ま
し
た
か
。」
と
の
設

問
に
対
す
る
回
答
は
、
表
１
に

示
し
た
。
治
療
を
中
断
ま
た
は

中
止
す
る
事
例
が
「
あ
っ
た
」

と
回
答
し
た
医
療
機
関
は

五
十
一
件
（
約
三
割
）
で
あ
っ

た
。
医
科
と
歯
科
と
で
比
較
す

る
と
、
医
科
診
療
所
で
「
中
断

事
例
あ
り
」
が
二
七
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
歯
科
診
療
所
で
は

四
一
％
が
「
あ
り
」
と
回
答
し

て
お
り
、
歯
科
に
お
い
て
中
断

事
例
を
経
験
し
て
い
る
医
療
機

関
が
比
較
的
多
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
中
断
ま
た
は
中
止
し

た
患
者
の
病
名
に
つ
い
て
は
、

医
科
で
は
高
血
圧
症
、
糖
尿

病
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
変

形
性
膝
関
節
症
、
歯
科
で
は
虫

歯
、
歯
周
病
治
療
、
欠
損
補
綴

処
置
と
い
う
回
答
が
多
か
っ

た
。
慢
性
疾
患
や
整
形
外
科
的

疾
患
、
治
療
期
間
の
長
い
疾
患

が
、
治
療
中
断
・
中
止
病
名
と

し
て
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

「
こ
の
半
年
間
に
、
患
者
か

ら
医
療
費
負
担
を
理
由
に
検
査

や
治
療
、
投
薬
を
断
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。」
と
の
設

問
に
対
す
る
回
答
は
、
表
２
に

示
し
た
。
窓
口
負
担
を
理
由

に
、
患
者
か
ら
検
査
や
治
療
、

投
薬
を
断
ら
れ
た
事
例
に
つ
い

て
、「
あ
っ
た
」
と
い
う
回
答

は
七
十
一
件
（
約
四
割
）
で

あ
っ
た
。
先
の
設
問
と
同
様

に
、
こ
の
設
問
に
つ
い
て
も
、

歯
科
診
療
所
に
お
い
て
「
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
、
医

科
診
療
所
の
割
合
を
上
回
っ
て

い
る
。
歯
科
に
お
い
て
は
、
応

急
的
な
処
置
を
受
け
、
痛
み
や

症
状
が
治
ま
っ
た
ら
治
療
を
中

断
・
中
止
す
る
と
い
う
傾
向

が
、
特
に
顕
著
で
あ
る
と
い
え

る
。
断
ら
れ
た
治
療
内
容
に
つ

い
て
は
、
医
科
で
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
と
い
っ
た
画
像
診
断
や
血

液
検
査
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

投
薬
の
費
用
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
や
投
薬
日
数
の
縮
小
希
望

と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。
歯
科

で
も
画
像
診
断
や
投
薬
の
拒
否

が
多
か
っ
た
。

「
こ
の
半
年
間
に
、
先
生
の

医
療
施
設
で
は
患
者
一
部
負
担

の
未
収
金
が
あ
り
ま
す
か
。」

と
の
設
問
に
つ
い
て
は
、
未
収

金
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た

医
療
機
関
は
、
全
体
で
百
二
件

（
約
六
割
）
で
あ
っ
た
。
特
に

病
院
で
は
約
八
割
と
高
い
割
合

で
あ
っ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
約
三

割
の
医
療
機
関
が
慢
性
疾
患
や

治
療
期
間
の
長
い
疾
患
を
中
心

に
し
て
経
済
的
理
由
で
治
療
中

断
・
中
止
を
経
験
し
て
お
り
、

約
四
割
の
医
療
機
関
が
医
療
費

負
担
を
理
由
に
患
者
か
ら
検
査

（
画
像
診
断
や
血
液
検
査
）
や

投
薬
等
の
治
療
を
断
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
約
六
割
の
医
療
機

関
に
お
い
て
、
窓
口
負
担
の
未

収
金
が
あ
る
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。

回
収
率
か
ら
み
て
確
定
的
な

こ
と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
く

な
い
数
の
患
者
が
経
済
的
理
由

に
よ
り
受
診
抑
制
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
受
療
実
態
が
あ
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

「
国
民
皆
保
険
制
度
」
を
と
っ

て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、

本
来
で
あ
れ
ば
、
経
済
的
理
由

に
よ
る
受
診
抑
制
は
一
例
た
り

と
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。
自
由
意
見
欄
を
み
て

も
、
現
下
の
経
済
状
況
に
お
け

る
収
入
減
を
背
景
に
し
て
、
受

診
抑
制
や
本
来
必
要
な
治
療
の

中
断
事
例
が
、
具
体
的
に
示
さ

れ
て
い
る
【
表
３
（
二
面
）
に

抜
粋
】。
患
者
の
窓
口
負
担
の

軽
減
を
求
め
る
声
が
複
数
の
医

師
・
歯
科
医
師
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
最
後
に
強
く
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
以
上
の
調
査
結
果

と
、
保
団
連
の
医
療
政
策
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
を
持
参
し
て
、
十

月
二
十
一
日
、
保
団
連
の
国
会

行
動
に
工
藤
浩
司
事
務
局
長
が

参
加
し
た
。
そ
し
て
、
石
川
県

選
出
の
衆
参
す
べ
て
の
国
会
議

員
の
事
務
所
を
訪
問
し
、
持
参

物
を
手
渡
し
て
く
る
と
と
も

に
、
患
者
が
経
済
的
な
心
配
を

す
る
こ
と
な
く
医
療
を
受
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
よ
う

強
く
訴
え
て
き
た
（
同
日
に
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
た

「
社
会
保
障
費
を
大
幅
に
増
や

し
、
医
療
・
介
護
の
拡
充
を
求

め
る
国
民
集
会
」
に
も
参
加
）

【
写
真
】。

◇

（
付
記
）
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
替
わ
る
新
た
な
制
度
、

介
護
保
険
制
度
改
革
、
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
な

ど
、
医
療
保
障
を
め
ぐ
る
大
き

な
制
度
改
定
を
控
え
て
、
我
々

保
険
医
協
会
は
国
民
の
医
療
保

障
を
目
指
し
て
活
動
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
会
員
署
名
（
介
護
療
養
病

床
廃
止
撤
回
、
診
療
報
酬
の
引

上
げ
、
医
業
税
制
の
改
善
）、

請
願
署
名
（
患
者
窓
口
負
担
大

幅
軽
減
な
ど
）
に
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雨の中、 5,000人が参加して開かれた「社会保障費を大幅に増やし、医療・
介護の拡充を求める国民集会」 （10月21日・日比谷野外音楽堂）

表 1　患者の経済的理由による治療中断の有無

あった なかった わからない

医科診療所 31（27.2%） 46（40.4%） 37（32.5%）

歯科診療所 14（41.2%）  8（23.5%） 12（35.3%）

病　　　院  6（25.0%） 13（54.2%）  5（20.8%）

合　　計 51（29.6%） 67（39.0%） 54（31.4%）

表 2　医療費負担を理由に患者に検査・投薬等を断られた事例の有無

あった なかった わからない

医科診療所 43（37.7%） 58（50.9%） 13（11.4%）

歯科診療所 16（47.1%） 15（44.1%）  3（ 8.8%）

病　　　院 12（50.0%）  9（37.5%）  3（12.5%）

合　　計 71（41.3%） 82（47.7%） 19（11.1%）

※自由意見欄の抜粋は２面に掲載
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十
一
月
二
十
八
日

は
、
沖
縄
県
知
事
選
挙

の
日
で
あ
る
。
普
天
間

基
地
（
宜
野
湾
市
）
の

移
設
先
と
し
て
予
定
さ

れ
て
い
る
辺
野
古
の
あ

る
名
護
市
で
は
、
今
年
一
月
の
市
長

選
挙
で
移
設
に
反
対
す
る
市
長
が
当

選
。
ま
た
、
九
月
の
市
議
会
議
員
選

挙
で
も
同
様
に
、
反
対
派
が
多
数
を

占
め
た
。
国
政
が
混
乱
す
る
状
況
の

下
、
今
回
の
知
事
選
挙
は
、
民
意
が

ど
う
示
さ
れ
る
か
が
最
大
の
焦
点
と

な
ろ
う
。

戦
後
の
沖
縄
は
、
怒
り
の
歴
史
で

あ
る
。
一
九
九
五
年
の
米
兵
に
よ
る

少
女
暴
行
事
件
に
対
し
て
は
、
八
万

五
千
人
も
の
人
が
集
ま
り
「
総
決
起

大
会
」
を
開
い
た
。
高
校
生
代
表
の

「
軍
隊
の
な
い
平
和
な
島
を
返
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
悲
痛
な
訴
え
を
覚

え
て
い
る
方
々
は
多
い
と
思
う
。
数

多
く
の
悲
劇
を
代
償
と
し
て
、
日
米

両
政
府
は
、
普
天
間
基
地
を
含
む
十

施
設
の
返
還
に
合
意
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
十
五
年
が
経
過
し

て
い
る
。
そ
の
間
も
、
米
兵
に
よ
る

暴
行
事
件
は
後
を
絶
た
ず
、
二
〇
〇

四
年
に
は
沖
縄
国
際
大
学
構
内
へ
の

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
事
故
が
起

こ
り
、
市
街
地
に
隣
接
す
る
基
地
の

危
険
性
が
露
呈
し
た
。
さ
ら
に
は
、

基
地
周
辺
の
騒
音
は
、
住
民
に
大
き

な
健
康
被
害
を
及
ぼ
し
、
沖
縄
県
民

の
忍
耐
も
限
度
に
達
し
て
い
る
。
今

年
の
四
月
二
十
五
日
に
は
「
国
外
・

県
外
に
移
設
を
求
め
る
県
民
大
会
」

が
開
か
れ
、
九
万
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
五
月
三
十
一
日
付
け
で
『
琉

球
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
沖
縄
県

民
世
論
調
査
」
で
は
、
八
四
・
一
％

も
の
県
民
が
辺
野
古
へ
の
移
設
に
反

対
し
、
さ
ら
に
宜
野
湾
市
民
に
お
い

て
は
、
九
六
・
五
％
と
い
う
大
多
数

が
、
辺
野
古
へ
の
移
設
に
反
対
で
あ

り
、
七
五
・
六
％
が
無
条
件
撤
去
を

望
ん
で
い
た
。

さ
ら
に
憂
う
べ
き
は
、
沖
縄
の
貧

困
問
題
で
あ
る
。
基
地
を
受
け
入
れ

た
自
治
体
に
は
、
防
衛
省
か
ら
米
軍

再
編
交
付
金
が
下
り
る
が
、
名
護
市

で
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
二
十
四
地

区
で
新
し
い
公
民
館
が
建
設
さ
れ
、

総
事
業
費
の
九
割
以
上
を
防
衛
予
算

が
占
め
て
い
た
と
い
う
。
国
は
県
民

に
負
担
を
強
い
る
代
わ
り
に
、
金
を

ば
ら
撒
い
て
き
た
。
し
か
し
、
い
く

ら
ハ
コ
も
の
を
造
っ
て
も
、
す
べ
て

の
住
民
が
豊
か
に
な
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
貧
困
問
題
の
継
続
的
解
決
策

に
は
成
り
得
な
い
。

政
府
は
、
県
知
事
選
挙
と
い
う
民

意
の
表
れ
を
、
最
大
限
に
尊
重
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時

に
、
戦
後
の
平
和
維
持
と
い
う
名
の

下
に
、
今
も
続
く
沖
縄
県
民
に
か
か

る
過
重
な
痛
み
を
自
ら
の
問
題
と
し

て
捉
え
直
し
、
解
決
策
を
共
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
「
本

土
」
に
住
む
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の

最
低
限
の
義
務
で
あ
る
。

沖
縄
の
痛
み
は
本
土
の
痛
み 

解
決
策
を
共
に
考
え
よ
う 

沖
縄
の
痛
み
は
本
土
の
痛
み 

解
決
策
を
共
に
考
え
よ
う 

表 3　受診実態調査「自由意見欄」の回答（抜粋）

医科診療所

○高血圧の薬を 3 日に 1 度中止して、受診を抑制している

患者がいる。高コレステロール血症など、症状を伴わな

いものはしばらく来院しない。

○血液検査を拒否する患者が増えた。投薬日数を長くして

欲しいと訴える患者が増えた。ジェネリック薬品にして

欲しいと訴える患者が増えた。

○食費を切りつめるため、食事指導どおりの献立にできな

い。足の形、大きさが不適合の靴のため、適切な靴に替

えるように指導しても買い替えない。

○派遣労働者は、入院を拒否するケースが多い（職場を休

めない、身分が不安定なため）。うつ病などの診療での専

門医紹介が拒否される（職場に知られると不利）。

○治療の中断・中止や検査の拒否の理由が、医療費負担の

ためか否かを確認するのは、患者に対して失礼に思われ、

こちらから確認しようとしたことがない。

歯科診療所

○職場に余裕がなく、日中通院の時間がとれないため、治

療より抜歯を選択される。日曜日以外休みがないとのこ

とで、痛みが止まったら放置される。これらは「時間」

の問題のように思われがちだが、本質的には経済的理由。

○障害高齢者の中で、家族に連れて来てもらっている方が、

支払いの際、家族に対して恐縮している様子が時折うか

がえる。

○ 82 歳の訪問歯科にて、「どうせ死ぬから、このままにし

てくれ。お金がかかると子に悪い」とのことで、休止し

た。

○多数のう歯があっても、急性症状の応急処置のみ要求さ

れる。治療費全般において、費用の概算、毎回の費用、

次回の費用などを確認されてから、治療の同意が得られ

る状況。費用を説明すると、治療を見送るケースが多々

あり。

病　　　院

○健診異常者が費用を恐れて受診しないことが多い。

○定期的な検査が必要であっても、「負担が増える」と受診

をせず、「薬だけほしい」と窓口で言われる。

○腫脹、疼痛が消失すれば来院しない。

○経済的理由による受診抑制を訴えている方々の中には、

医療費以外には他の患者様と変わりなくお金を使用され

ていると見受けられる方がいる。一方、いくらかかって

も良いから何でも治療・検査をして欲しいとおっしゃる

方々もいる。（中略）患者負担を見直す前にすべきことが

あるようにも思われる。

■編集作業が大幅に省力できますので、できましたら、E-mailにてお送りください。 
　もちろん、FAXや郵送でもかまいません。 

※締切後に入稿の原稿は、2月号以降に、掲載させて 
　いただきます。 

石川県保険医協会『石川保険医新聞』編集部

掲載させていただきました場合は、薄謝をお送りいたします。 

お問い合わせは
保険医協会事務局の
杉野までお願い
いたします。

　2010年も、残すところあとわずかになりました。保険医協会では、新しい年を迎えるに当たり、
『石川保険医新聞』2011年新年号の編集を始めました。
　取材記事を充実させ、特別企画にも力を入れます。そして何より大切にしたいのが、たくさんの
会員の先生・ご家族をはじめ読者の方々にご登場いただくことです。
　テーマは「卯」に関することなど、自由です。皆様の原稿をお寄せください。

●読者投稿のテーマは自由です
●字数は800字程度（最長1200字）
●原稿締切は12月7日正午・必着

『石川保険医新聞』2011年新年号

原稿の送り方………………………………
〒920-0902  金沢市尾張町2丁目8番23号（太陽生命金沢ビル8階） 
TEL（076）222-5373  FAX（076）231-5156 
E-mail ： iskw＿sugino@doc-net.or.jp

★旅行記・趣味・ 
　健康法など ★おすすめのお店など ★平和・人権・環境 

　問題など 

★俳句・詩・写真など 

★干支 

  『卯』に 
　関して 

うさぎ 

加賀・能登の会員・ 
読者の方々、ぜひ、 
地域の話題をお届け 
ください。 

加賀・能登の会員・ 
読者の方々、ぜひ、 
地域の話題をお届け 
ください。 
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近年急速に供給を伸ばしている「高齢者専用賃貸住宅（以下、高専賃とい

う）」の実態（とりわけ医療との連携）を確認するため、石川県内の高専賃

（2010 年 8 月現在設立）27 カ所にアンケート調査を実施した。

（財）高齢者住宅財団のホームページに登録されている 19 カ所のほか、新聞

雑誌などに宣伝広告しているところなどを選定し、最終的に 27 カ所に調査協

力を求めた。しかし、そもそもこの都道府県への登録制度は義務ではないた

め、登録せずに経営している高専賃も少なくない。また、調査終了後に新規開

設した高専賃もあり、正確なデータ（数量）を把握できない中での調査であっ

たことを最初に断っておきたい。

このような中、約半数の高専賃から回答があり、さまざまな声を聞かせてい

ただくことができた。分析に用いるサンプル数は少ないが、経営上における介

護保険制度との矛盾点や職員体制の確保、医療との連携など共通する問題点も

多かった。特徴的な点を下記にまとめる。

施設の概要について
¡ 開設してからの期間は「１年以上３年未満」と回答したところが多く、新規

開設が目立つ結果で、運営形態（事業主体）は約7割が「株式会社」であった。

¡ 付帯サービス（通所介護や訪問介護など）を実施している高専賃が約６割で

あった。

¡ 入居割合は、「ほぼ満床」が４割、「８割以上９割未満」が３割であった。

入居に関すること
¡ 入居条件については、共同生活を営める人、賃貸借契約書を交わせる人、連

帯保証人・身元保証人のいる人、医療依存度の高くない人という回答が多

かった。

¡ 入居一時金の金額は 20 万円前後のところが約７割であった。

¡ 月額の基本利用料（家賃、共益費、食費など）は、５万円から 15 万円台ま

でと幅広く、最頻値は 13 万円台であった。

¡ 大声を出す、暴力、居室の破損などを理由に、退去させるケースが約３割

あった。

サービスに関すること
¡ 自費のサービスとして多かったのが、緊急通報・見守りサービス、食事サー

ビスであった。レクリエーション、掃除、受診・外出時の付き添いという回

答もあった。

【医療との連携について】

¡ ９割以上が「協力医療機関あり」との回答であった。

¡ 通院が必要な入居者への支援は、約６割の高専賃で「有」だった。

¡ 入院した場合の支援は、約８割が支援していた。

¡ 医療行為の必要な入居者は、約６割の高専賃が「有」との回答であった。具

体的な医療行為の内容は、胃ろう、点滴、中心静脈栄養、インスリン注射の

管理、人工透析、在宅訪問看護サービスによる対応など、さまざまであった。

¡ 看取りの経験は、約４割が「経験有」との回答であった。

職員体制などについて
¡ スタッフの人数、常勤・非常勤の内訳、夜勤専従職員の人数、1 日の人員配

置数をたずねたところ、下表のように、極めてばらつきが多く、提供してい

るサービスがさまざまであることの反映とも思われた。

¡ 有資格者の有無については、約４割の高専賃が有資格者を採用していた。具

体的な資格については、ホームヘルパー２級、介護福祉士、看護師（准看護

師）が多かった。

¡ スタッフのための定期的な研修の機会は、約 7 割が実施していた。

¡ 職員の定着率は、「よい」が半数、「あまりよくない」（2 割）、「どちらかと

いうと悪い」（１割）という回答であった。

自由記述より特徴的な意見を抜粋

【経営上の問題・課題】

¡ 併設の居宅介護支援事業所について、特定事業所集中減算が大きな問題と

なっている。

¡ 特定施設の認定（石川県より）が受けられない。

¡ 軽度者（要支援）が多く、介護報酬が少ない。

¡ 利用者の自己負担が高くなる（家賃・光熱費にプラス介護保険の自己負担分

等）。

¡ 求人を出してもあまり集まらない

¡ 責任者レベルになる人材の育成

【現行の介護保険制度について】

¡ ５分、10 分といった短時間の介護を希望されることが多い。高専賃に入居

されている方特有のニーズとも取れる。現行の訪問介護サービス（生活援

助）では対応できない。

【医療機関に望むこと】

¡ 高専賃の認知度が低く、医療機関からきちんと理解されていないように感じる。

¡ スタッフは家族ではないが、ドクターから直接話を受けることがあり難しさ

を感じる。

【その他、今後の展望】

¡ 国民年金の受給者や生活保護の方などが入れる施設をつくらないと、今のま

まではどこの施設にも入れない方が増えると思う。

¡ 住宅型有料老人ホームのほうが、建物の基準が優しく思える。今後はそちら

がメインになるかも。

¡ 現行制度はマンパワーを馬鹿にしている。もっと現場の職員が勤務時間内に

公費で研修を受けられるようにすべきである。

石川県内・高齢者専用賃貸住宅 
アンケート調査集計結果 石川県保険医協会医療福祉部 

◆回収率：48.15％、13カ所／27カ所（高齢者向け優良賃貸住宅１カ所を含む）　◆有効回答：12カ所 

〈ま　と　め〉

現行の高専賃は、高齢者の入居を拒まない単なる賃貸住宅（アパート）と

いう位置づけであり、入居要件も「賃貸借契約の内容を遵守できることや共

同生活を営めること」など極めてシンプルである。しかし、この調査で人工

透析や胃ろうといった医療ニーズの高い人や介護度の重い人も少なからず入

居している実態が浮き彫りとなった。

このような中で、スタッフを 30人、40 人と手厚く配置し、外部からの医

師の訪問診療や外付けによる介護保険サービスの提供、それでも足りないと

ころは自費のサービス体系をつくって入居者のニーズに応えているところも

あった。

高齢者の居住保障という観点から現行の高専賃を捉え直したとき、「高齢

者の入居を拒まない賃貸住宅」に止まってよいのか改めて疑問に思ったし、

現場の経営者やそこで働く人たちがさまざまな葛藤を抱き、試行錯誤してい

る様子が伺えた。医療や介護のサービスをいつでも必要な時に経済的な負担

なく受けられる体制が整備されるべきであるし、そのためには医療・介護保

険制度との関連は無視できない。

最後に介護分野すべてに言えることとして、報酬面をはじめ介護労働者が

働きやすい環境を整え、離退職や人材不足を解消すべき抜本的な改善を急ぐ

必要がある。そのことは利用者へのよりよいケアにつながることは言うまで

もない。

〈表〉職員の体制

高専賃 スタッフ数 常　勤 非常勤 夜勤専従 1 日の人員配置数

① 25 18 7 いる 13

② 20 15 5 いない 12

③ 2 1 1 いない 1

④ 10 8 2 いない 2 ～ 4

⑤ 30 22 8 いる 16 ～ 17

⑥ 1 0 1 いない 0

⑦ 31 28 3 いない 10 ～ 11

⑧ 40 10 30 いる 10

⑨ 20 12 8 いる 5

⑩ 9 9 0 いる 5
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の 服 部 真 理事 
（金沢市・産業医療科） 第11回 

貧
困
と
疾
病
の
悪
循
環 

貧
困
と
疾
病
の
悪
循
環 

十
月
三
日
に
石
川
県
保
険
医
協
会
も
共
催
し
て
石
川
県
社
会
保
障
学
校
が
開
か
れ
ま
し
た
。

長
年
、
サ
ラ
金
問
題
や
年
越
し
派
遣
村
な
ど
反
貧
困
に
取
り
組
ん
で
き
た
宇
都
宮
健
児
日
弁
連

会
長
が
講
演
し
、
貧
困
の
克
服
が
日
本
の
社
会
不
安
と
世
界
平
和
の
根
本
問
題
で
あ
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
日
本
の
貧
困
と
健
康
の
特
徴
を
示
し
ま
す
。

貧
困
は
疾
病
の
最
大
原
因

「
ザ
・
公
衆
衛
生
」
四
月
号
で
、
第
一
・
二
回
厚

生
白
書
が
、「
厚
生
行
政
の
使
命
は
貧
困
と
疾
病

の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘
し

て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
国
別
経
済
力
と
平
均
寿

命
の
関
係
は
二
月
号
図
２
、
失
業
と
自
殺
の
関
係

は
三
月
号
図
１
、
貧
困
と
喫
煙
・
飲
酒
・
薬
物
依

存
の
関
係
は
九
月
号
図
５
に
示
し
ま
し
た
。

九
月
号
で
は
、
平
均
寿
命
の
地
域
差
の
大
き
な

原
因
が
貧
困
に
関
連
し
た
要
因
で
あ
る
こ
と
も
示

し
ま
し
た
。
平
均
寿
命
が
最
も
短
い
大
阪
市
西
成

区
の
生
活
保
護
率
一
五
・
一
％
に
対
し
て
、
最
も

長
い
横
浜
市
青
葉
区
は
〇
・
九
％
で
、
二
人
以
上

世
帯
の
平
均
年
収
が
千
四
十
二
万
円
と
非
常
に
裕

福
な
地
域
で
す
（
二
〇
〇
四
年
）。

英
国
の
調
査
で
も
、
最
も
裕
福
な
地
域
に
対
し

て
、
最
も
貧
困
な
地
域
の
死
亡
率
は
男
性
で
一
・
七

倍
、
女
性
で
一
・
五
倍
で
す
（
図
１
）。
十
五
│

六
十
四
歳
で
は
男
性
二
・
八
倍
、
女
性
二
・
一
倍
と
、

よ
り
顕
著
で
し
た
。（http://w

w
w
. statistics. 

gov.uk/cci/article.asp?id=
1683

）。

日
本
の
貧
困
の
実
態

厚
生
労
働
省
の
推
計
（http://w

w
w
.m

hlw
. 

g
o.jp

/stf/h
ou

d
ou

/2r98520000005olm
-im

g
/

2r98520000005oof.pdf

）
で
、
二
〇
〇
七
年
に

所
得
が
生
活
保
護
基
準
未
満
の
世
帯
は
七
百
五
万

世
帯
、
総
世
帯
の
一
五
％
で
す
。

そ
の
う
ち
貯
蓄
も
最
低
生
活
費
の
一
カ
月
分
未

満
と
い
う
生
活
保
護
要
件
を
満
た
す
の
は
三
百
三

十
七
万
世
帯
で
す
が
、
生
活
保
護
受
給
は
百
八
万

世
帯
（
三
二
％
）
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
こ
の
推
計

の
最
低
生
活
費
に
は
家
賃
や
医
療
・
介
護
費
な
ど

が
含
ま
れ
な
い
た
め
、
現
実
の
生
活
保
護
基
準
未

満
世
帯
数
は
さ
ら
に
増
え
ま
す
。

日
本
の
貧
困
に
は
他
の
国
と
異
な
る
大
き
な
特

徴
が
二
つ
あ
り
、
そ
れ
が
貧
困
問
題
を
よ
り
深
刻

か
つ
克
服
困
難
に
し
て
い
ま
す
。

特
徴
１　

現
役
労
働
者
で
も
深
刻
な
貧
困

労
働
者
派
遣
が
原
則
自
由
化
さ
れ
た
一
九
九
九

年
以
降
の
十
年
間
に
、
年
収
二
百
万
円
以
下
の

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
約
三
百
万
人
増
加
し
、
二
〇

〇
九
年
に
は
民
間
労
働
者
の
一
／
四
、
約
千
百
万

人
に
達
し
ま
し
た
（
図
２
）。

就
労
者
世
帯
で
は
、
三
百
八
十
九
万
世
帯
（
一

〇
・
四
％
）
の
所
得
が
生
活
保
護
基
準
未
満
で
す

が
、
生
活
保
護
受
給
は
わ
ず
か
十
三
万
世
帯

（
三
・
三
％
）
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
母
子
家

庭
六
十
万
世
帯
で
は
、
母
が
働

い
て
い
て
も
四
十
二
万
世
帯

（
七
〇
％
）
が
生
活
保
護
基
準

以
下
で
す
。

現
役
労
働
者
で
も
貧
困
に
な

る
原
因
は
、
不
安
定
雇
用
に
加

え
、
最
低
賃
金
基
準
が
欧
米
に

比
べ
て
低
す
ぎ
る
こ
と
で
す

（
図
３
）。
厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
、
最
低
賃
金
で
毎
週
四
十
時

間
一
日
も
休
ま
ず
働
き
続
け
て

も
、
十
二
都
道
府
県
で
、
所
得

が
生
活
保
護
基
準
に
追
い
つ
き

ま
せ
ん
（
二
〇
一
〇
年
九
月
）。

ま
た
、
賃
金
の
年
齢
格
差
も
貧
困
労
働
者
を
生

む
原
因
で
す
。
平
均
賃
金
を
三
十
歳
未
満
と
五
十

歳
以
上
で
比
較
す
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
約
一
・
三

倍
、
英
国
や
イ
タ
リ
ア
約
一
・
五
倍
に
対
し
、
日

本
は
一
・
七
倍
以
上
で
す
（http://w

w
w
.nikkeibp. 

co.jp/article/nba/ 20081201/ 178765/

）。

特
徴
２　

子
育
て
世
代
の
貧
困
が
深
刻

O
E
C
D
の
調
査
で
、
四
十
一
│
六
十
五
歳
の

日
本
の
貧
困
率
は
米
国
よ
り
も
高
く
、
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
（
図
４
）。

総
額
で
も
少
な
い
日
本
の
公
的
社
会
保
障
支
出

は
高
齢
者
向
け
が
多
く
（
G
D
P
の
八
％
）、
子

育
て
世
代
向
け
が
少
な
い
た
め
で
（
た
っ
た
の

〇
・
八
％
）、
生
産
年
齢
人
口
へ
の
社
会
的
支
出

（
％
G
D
P
）
は
、
O
E
C
D
で
メ
キ
シ
コ
に
次

い
で
ワ
ー
ス
ト
二
で
す
（
図
５
）。

生
活
保
護
の
捕
捉
率
が
低
く
、
児
童
手
当
な
ど

の
給
付
が
少
な
く
、
国
民
年
金
や
国
民
健
康
保
険
、

消
費
税
、
教
育
費
等
の
負
担
率
が
低
所
得
世
帯
ほ

ど
大
き
い
た
め
で
、
社
会
保
障
制
度
が
貧
困
を
悪

化
さ
せ
て
お
り
、
一
人
親
世
帯
で
は
よ
り
顕
著
で

す
（
図
６
）。

貧
困
↓
疾
病
↓
貧
困
の
拡
大
再
生
産

G
8 A

cadem
y Sum

m
it2010

の
提
言
「
母

子
の
健
康
の
推
進
」（http://w

w
w
.scj.go.jp/ja/

info/kohyo/pdf/kohyo-21-s2j.pdf

） 

は
、
子
宮

内
の
栄
養
不
良
は
成
人
病
の
遠
因
で
あ
り
、
政
府

が
母
子
の
健
康
の
た
め
の
優
先
順
位
を
高
め
る
よ

う
提
言
し
て
い
ま
す
。

胎
児
期
に
栄
養
状
態
が
悪
い
と
様
々
な
臓
器
が

発
育
不
全
に
な
り
、
若
く
し
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
分

泌
不
全
や
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
、
グ
ル
コ
コ
ル
チ

コ
イ
ド
過
剰
や
レ
プ
チ
ン
抵
抗
性
、
腎
機
能
低
下

な
ど
が
起
こ
る
こ
と
はB

arker

説
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
（http://w

w
w
.scj.go.jp/ja/

info/kohyo/pdf/kohyo-20-t62-4.pdf

）。

子
育
て
世
代
の
貧
困
は
、
教
育
や
疾
病
を
介
し

て
次
の
世
代
の
貧
困
の
拡
大
再
生
産
に
つ
な
が
る

た
め
、
公
衆
衛
生
上
の
最
優
先
課
題
で
す
。

図２　急増する年収200万円以下層 
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引用：http://www.jcp.or.jp/akahata/aik10/2010-10-03/ 
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（国税庁「民間給与実態統計調査」から作成） 

図３　日米欧の平均賃金に占める最低賃金の割合 

引用　：　http://www.jcp.or.jp/akahata/aik10/2010-06-27/2010062706_01_1.html
（出典）EU“Minimum wage in Europe, Background paper”（2007） 
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出所 ： 山野良一「子どもの最貧国・日本」（光文社新書）。UNICEF（2005年）、OECD
「日本経済白書2007」（2007年）のデータに基づく 

引用：週刊東洋経済、http://www.toyokeizai.net/business/society/detail/AC/ 
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引用　：　http://pub.ne.jp/nobnob/?entry_id=90115
出所 ： OECD「90年代後半のOECD諸国における所得格差と貧困」（2005年2月） 
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

５９

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

い
わ
ゆ
る
「
死
に
目
」（
下
）

３７

二
野
繁
さ
ん
（
仮
名
）
は
、

頬
粘
膜
癌
と
い
う
め
ず
ら
し
い

癌
に
冒
さ
れ
、
大
病
院
で
動
注

化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
な
ど

を
受
け
ま
し
た
が
、
副
作
用
の

強
さ
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
以
上

の
積
極
的
治
療
を
望
ま
ず
、
在

宅
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
当
初
は
、
他
の
医
療
機

関
に
通
院
し
て
、
疼
痛
管
理
な

ど
の
投
薬
を
受
け
て
い
た
の
で

す
が
、
体
力
低
下
に
よ
り
、
通

院
困
難
を
来
す
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
訪
問
診
察
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。

訪
問
し
ま
す
と
、
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
の
高
い
方
で
、
近
藤

誠
著
の
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
の

本
な
ど
を
読
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
ま
で
の
経
過
を

文
章
に
き
ち
ん
と
ま
と
め
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
頬
粘
膜

癌
の
た
め
開
口
制
限
が
あ
り
、

発
声
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

筆
談
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
な
り
ま
し
た
。
一
時
間
ほ

ど
か
け
て
、
本
人
の
症
状
や
訴

え
を
把
握
し
、
そ
れ
に
対
す
る

治
療
方
針
を
説
明
し
ま
し
た
。

妻
と
の
二
人
暮
ら
し
で
、
二
人

の
娘
さ
ん
が
お
ら
れ
、
長
女
は

金
沢
在
住
、
次
女
は
ア
メ
リ
カ

在
住
で
し
た
。
妻
の
こ
と
を

「
メ
ッ
チ
ェ
ン
」
と
呼
び
（
学

生
時
代
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

単
語
）、
自
身
が
亡
く
な
っ
た

後
の
妻
の
こ
と
を
心
配
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
根
っ
か

ら
の
平
和
主
義
者
で
、「
戦
争

私
論
」
と
い
う
著
作
を
書
い
て

お
ら
れ
、
生
き
て
い
る
間
に
完

成
さ
せ
た
い
と
強
い
意
志
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
幸
い
、
著

作
は
亡
く
な
る
前
に
完
成
し
、

本
人
は
も
う
思
い
残
す
こ
と
は

な
い
と
、
筆
談
で
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
妻
の
こ
と
も
、

金
沢
在
住
の
娘
さ
ん
に
託
す
こ

と
で
、
安
心
さ
れ
た
よ
う
で
し

た
。当

初
は
、
開
口
制
限
が
あ
る

も
の
の
、
お
刺
身
な
ど
を
経
口

摂
取
で
き
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
、
開
口
制
限
が
急
速
に

進
み
、
飲
水
も
困
難
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
癌
に
よ
る
食
欲
低

下
で
は
な
く
、
開
口
制
限
に
よ

る
食
事
摂
取
不
良
な
の
で
、
胃

瘻
を
進
め
ま
し
た
が
、
本
人

は
、
こ
れ
以
上
望
ま
な
い
と
の

意
思
表
示
で
し
た
。
高
カ
ロ

リ
ー
輸
液
も
希
望
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

次
女
は
、
ア
メ
リ
カ
で
作
業

療
法
士
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
一
時
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
日
間
の
滞
在
で
す
。
次
女

に
病
状
説
明
し
、
二
野
さ
ん
が

胃
瘻
を
受
け
る
よ
う
に
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
ご
本
人
も
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
経
鼻
内
視
鏡
下

で
、
胃
瘻
造
設
を
日
帰
り
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ザ

の
関
係
で
、
当
面
、
日
本
に
再

帰
国
で
き
な
い
次
女
が
、
ア
メ

リ
カ
に
戻
る
日
と
重
な
り
ま
し

た
。
帰
り
の
電
車
の
時
間
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
、
胃
瘻
を
お
願
い
し

た
病
院
で
父
親
に
付
き
添
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
つ
い
に
時
間

が
来
て
、
次
女
は
父
親
に
別
れ

を
告
げ
、
廊
下
を
去
っ
て
い
き

ま
し
た
。
廊
下
を
曲
が
る
と

8888888888888888
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報
告
事
項
の
主
な
も
の

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
総

務
部
か
ら
は
保
団
連
医
療
研

究
集
会
で
の
各
地
の
取
り
組

み
、
財
政
部
か
ら
は
出
版
物

の
会
計
処
理
、
経
営
・
共
済

部
か
ら
は
保
険
医
年
金
シ
ェ

ア
変
更
討
議
の
前
倒
し
、
歯

科
部
か
ら
は
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め

る
」
自
治
体
採
択
運
動
の
進

捗
状
況
、
学
術
・
保
険
部
か

ら
は
よ
ろ
ず
勉
強
会
の
日
程

調
整
、
医
療
・
福
祉
部
か
ら

は
高
専
賃
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
集
約
、
機
関
紙
・
文
化
部

か
ら
は
ゴ
ル
フ
大
会
の
損
害

保
険
。

協
議
事
項
で
は
、
保
団
連

か
ら
届
い
た
審
査
、
指
導
、

監
査
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

依
頼
と
持
論
の
検
討
、
会
員

署
名
や
患
者
請
願
署
名
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
ま
た
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
の
出
席
者
、
司
会

者
、
テ
ー
マ
な
ど
と
来
年
度

総
会
の
日
程
や
記
念
講
演
講

師
、
テ
ー
マ
を
具
体
化
し

た
。

【
小
島　

記
】

（10月19日開催・13人出席） 

第11回理事会点描

記念講演講師など
定期総会の具体化
記念講演講師など
定期総会の具体化

き
、
本
当
に
永
遠
の
別
れ
に
な

る
か
と
思
わ
れ
、
私
は
思
わ
ず

次
女
の
名
前
を
大
声
で
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
振
り
返
っ
た
次
女

が
、
も
う
一
度
手
を
振
り
、
本

当
に
本
当
に
最
期
の
別
れ
を
し

ま
し
た
。

二
野
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た

の
は
、
そ
の
六
十
一
日
後
で
し

た
。
次
女
は
、
死
に
目
に
は
当

然
会
え
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
十
分
な
お
別
れ
を
し
た
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
心
残
り

は
当
然
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

死
に
目
に
会
え
な
い
「
覚
悟
」

の
別
れ
は
で
き
た
と
思
い
ま
し

た
。二

野
さ
ん
の
辞
世
の
句
で

す
。「

あ
の
青
さ
よ
、
我
が
屍
を

ゆ
だ
ね
て
、
心
安
ら
わ
む
、
空

の
色
か
な
」

保険医年金の加入申込のお礼とご案内 

加 入 年 月 日 

加入者証の発行 

掛 金 の 振 替 

加 入 年 月 日 

加入者証の発行 

掛 金 の 振 替 

2011年1月1日　 
2011年2月 
月　払＝12月27日（月）より振替開始 
一時払＝12月15日（水）が掛金振込み締切日 

9月1日から10月25日までの保険医年金普及期間中、ご多忙中に

もかかわらず面談などに応じていただき、また多くの方に、新規加

入・増口いただき、お礼申し上げます。 

今回、お申し込みいただいた分については、下記のとおりの取り

扱いとなります。なお、一時払にお申し込みいただいた方には、

11月下旬に振り込み先口座のご案内をお送りしますので、ご確

認ください。 

依
存
症
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
二

〇
〇
二
年
）
の
統
計
で
は
、

う
つ
病
に
次
い
で
、
自
殺
の

原
因
疾
患
の
二
位
を
占
め

（
一
七
・
六
％
）、
日
本
で
は

う
つ
病
、
統
合
失
調
症
に
次

い
で
三
位
と
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
度
県
医
師
会

の
う
つ
病
対
策
委
員
会
（
自

殺
対
策
）
の
テ
ー
マ
は
、
依

存
症
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
中

枢
神
経
抑
制
作
用
が
あ
り
、

大
量
連
日
飲
酒
で
は
人
工
的

う
つ
状
態
に
陥
る
こ
と
に
な

る
。
実
際
に
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
で
は
う
つ
病
、
あ
る
い

は
気
分
障
害
を
合
併
し
て
い

る
人
が
か
な
り
の
割
合
に
の

ぼ
り
、
こ
う
し
た
合
併
症
を

も
つ
人
た
ち
は
自
殺
の
ハ
イ

リ
ス
ク
群
に
な
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
否

認
の
病
で
あ
り
、
な
か
な
か

実
態
、
事
実
を
認
め
よ
う
と

は
し
な
い
。
現
実
に
は
、
仕

事
、
人
間
関
係
、
健
康
状
態

な
ど
が
依
存
の
進
行
と
と
も

に
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い

き
、
状
況
的
に
も
厳
し
い
人

が
多
い
。
家
族
に
も
見
捨
て

ら
れ
、
残
っ
て
い
る
の
は
借

金
だ
け
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
入
院
中
で
も
、
さ
ら
に

裏
切
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が

重
な
る
と
、
外
泊
中
に
首
を

つ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
。
家
族
的
悲
運
に
見
舞
わ

れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
ア
ル

コ
ー
ル
に
依
存
す
る
よ
う
に

な
っ
た
女
性
も
、
娘
婿
の
事

業
失
敗
に
か
か
わ
る
保
証

と
、
そ
の
状
況
下
で
の
さ
ら

な
る
夫
の
死
と
い
う
事
態
が

結
局
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。
依
存
症
治
療
は
受
け
て

い
た
が
、
つ
ら
さ
に
耐
え
ら

れ
ず
、
再
飲
酒
を
繰
り
返

し
、
あ
の
世
に
旅
立
っ
て
し

ま
っ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、

依
存
状
態
が
続
く
こ
と
自

体
、
慢
性
の
自
殺
過
程
と
い

わ
れ
る
。
退
院
後
、
飲
み
続

け
て
一
カ
月
で
亡
く
な
っ
た

人
が
い
た
。
こ
の
場
合
、
ア

ル
コ
ー
ル
多
飲
に
よ
る
病
死

な
の
か
、
状
況
に
絶
望
し
て

飲
み
続
け
た
自
殺
な
の
か
分

か
ら
な
い
。
失
業
中
の
独
身

男
性
が
、
飲
ん
で
用
水
路
に

は
ま
っ
て
死
ん

で
い
た
ケ
ー
ス

も
、
事
故
死
な

の
か
自
殺
な
の

か
分
か
ら
な

か
っ
た
。
警
察

が
異
状
死
と
し

て
い
る
依
存
症

の
人
も
多
い
そ

う
で
、
そ
れ
が

病
死
な
の
か
、

自
殺
な
の
か
、
事
故
死
な
の

か
は
っ
き
り
さ
せ
、
不
幸
な

転
帰
を
少
な
く
し
て
い
く
分

析
と
対
策
も
喫
緊
の
課
題
と

思
わ
れ
る
。

ハ
イ
リ
ス
ク
状
態
あ
る
い

は
状
況
は
、
う
つ
あ
る
い
は

気
分
障
害
合
併
の
ほ
か
に

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

患
者
が
断
酒
を
始
め
た
と

き
、
酒
が
切
れ
て
き
て
う
つ

状
態
に
な
っ
た
り
、
自
責
的

に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。
ま

た
、
家
族
に
自
殺
さ
れ
た
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
や
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
者
の
家
族
も

自
殺
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
殺

を
防
ぐ
た
め
に
ア
ル
コ
ー
ル

薬
物
依
存
症
者
に
対
し
て

は
、
断
酒
・
断
薬
の
介
入
と

見
守
り
、
そ
し
て
家
族
に
対

す
る
ケ
ア
も
ま
た
必
要
と
な

る
。

依 

存 

症 

自 
殺 
問 
題 

自 
殺 
問 
題 

自 
殺 
問 
題 

一
精
神
科
医
が
経
験
し
て
い
る 

一
精
神
科
医
が
経
験
し
て
い
る 

一
精
神
科
医
が
経
験
し
て
い
る 

依 

存 

症 

奥
田
　
宏
（
金
沢
市
・
心
療
内
科
）

4
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今、子どもの発達障害の分野は、「流行（はやり）」

と言えます。テレビ、新聞などで発達障害について

の特集番組や記事を目にする機会が、とても増えま

した。実際に、主に小児科の病院では、「うちの子

も発達障害なのでは？」といった親御さんからの相

談はもちろん、保育園や学校の先生方からの問い合

わせをお受けする機会も増えてきていることと思い

ます。

かつて、発達障害児と言えば、知的運動面におい

て明らかなディスアドバンテージを抱えた子どもた

ちのみを指す言葉でしたが、現在は、その定義づけ

自体が変わってきています。

現在、子どもの発達障害は主に、

①落ち着きがない子：「注意欠陥多動障害（ADHD）」

②空気が読めない子、他者との交わりが不得意な

子：「広汎性発達障害（PDD）」（アスペルガー障害

を含む）

③学校である種の授業についていけない子：「学習

障害（LD）」

④古典的な意味で知的に遅れをもつ子：「精神発達

遅滞（MR）」

に分類されます。

これに加えて、後遺症として発達障害を抱えるこ

とになる

⑤「被虐待児」が、近年大きな問題になってきてい

ます。

かつての認識と大きく変わってきているのは、こ

の中に「知的に遅れのない子も含まれている」とい

う点です。例えば、ＩＱの上では正常範囲にあるけ

れども、落ち着きなく教室で席にじっとしていられ

ず、他児にも迷惑をかけてしまう子は「注意欠陥多

動障害」に分類されます。また、学業面ではむしろ

優れているけれども、場の空気が読めない、あるい

は新しい環境に極度に適応しづらい性格のためにト

ラブルを繰り返している子は、広汎性発達障害（ア

スペルガー障害）の可能性がある、といった具合で

す。

しかし、これらの左記の「障害」と呼ばれるもの

の大部分は、実は多かれ少なかれ、すべての人間の

性格に内在している特徴であるということを忘れて

はなりません。

ほとんどすべての男児は、幼少時期に多動傾向を

持つと言って良いでしょう。また、算数は好きだけ

ど国語は苦手というのもよくある話ですが、こう

いった子どもたち全員を「学習障害」とは呼ばない

のは当然です。

発達障害児とは、誤解を恐れずに言えば、性格や

能力の強い偏りが原因して、実際に社会生活に不適

応を起こしている子どもたちのみを指す言葉であ

る、と理解すべきだと思います。

最近の発達障害の「流行」の背景には、現在の日

本では少子化が進んでいるにもかかわらず、家族や

社会が少ないはずの子どもたちですら受け止め切れ

ていないという現状、そして大人たちの能力の低下

や心の狭さを棚に上げて、少々扱いにくい子どもた

ちに対して「障害」のレッテル貼りをして「自分た

ちは悪くない」と安心している側面があることは否

定できないと思います。

私たち大人が発達障害について学ぶということ

は、子どもたちにレッテルを貼ることを目的とする

のではなくて、すべての子どもたちに対して、例え

それが問題を抱えている子であったとしても、一人

ひとりを違った個性として理解し、しっかりと向き

合って受け止め、育むことができる豊かな優しい社

会を築いていくための大事な足がかりであると考え

ます。

それでは、次回から発達障害の具体的な例を挙げ

てお話ししていきたいと思います。

「発達障害」の種類 「発達障害」の種類 「発達障害」の種類 
辻　隆範（金沢市・小児科） 

解  説 第1回 第1回 

発達 
障害 
発達 
障害 
発達 
障害 
【6回シリーズ】 【6回シリーズ】 

自己紹介 新シリーズを始めるにあたって
皆さま、はじめまして。国立病院機構医王病院小児科の辻隆範と申します。

石川県金沢市出身で、1998年福井医科大学医学部（現・福井大学医学部）を卒業し、同年金沢

大学小児科入局しました。専門は小児神経です。

2008年度より国立病院機構医王病院に勤務となり、現在、乳幼児～思春期の発達の問題、重症

心身障害児者医療、筋ジストロフィー児者医療を担当させていただいております。

この度、『石川保険医新聞』で「発達障害」についての連載を担当させていただくことになりま

した。お声をかけていただきました西田直巳先生には、大変感謝しております。できるだけ分かり

やすく発達の問題についてご紹介できたらと考えております。なにとぞ、よろしくお願い申し上げ

ます。

『病院マップ』が発刊 25 周年を迎え、記念アンケートを実施しました。
295 人もの多数の会員医療機関の方々から回答をいただきました。本当に
ありがとうございました。

以下、その結果を報告します。
（１）『病院マップ』の利用状況では、「頻繁に利用」44.7％、「時々使用」

が 35.6％とよく利用されていることが分かりました。
（２）『病院マップ』を利用するのは、複数回答で聞いたところ「紹介先

の医師の外来の曜日を知る」89.8％、「紹介先の医師のフルネーム
を知る」76.6％、「特殊検査に関する事項」29.8％などでした。

（３）『病院マップ』の内容については、「今のままでよい」が、89.5％
でした。

（４）『病院マップ』を実際使った上での感想やご意見の中から、今後、
改善すべきまたは検討すべき項目を抽出しました。今後、編集会議
で検討していきたいと思います。

１．『病院マップ』の内容に関する件
①医師の移動がある中で、発行回数の増加を含めた対応ができないか。
②難しい医師名にふりがなを
③大病院あての診療情報提供書を載せる

④ＰＥＴや腹腔鏡手術などの項目検索
⑤地域医療連携室のＦＡＸ番号の記載を
⑥ＤＰＣの有無

などなど。
２．新たな提案
①診療所関係や在宅医療関係の記載
②私的・公的病院の区別の廃止
③５月発刊
④歯科版も
⑤リハビリスタッフの有無の記載

などなど。
３．運用面
①電子化してホームページに掲載したりＤＶＤ化したりする
②厚くならないように
③病院勤務医への病院マップの内容の徹底が必要

などなど。

※上記のごとく多数のご意見をいただきました。これを受けて早速、
『病院マップ』編集会議を行いました。そして、１－②、１－③、１－④、
２－②については、2011 年度に実施することを決定しました。また１－
⑥は調査の上、検討することに。さらに２－①、２－④については継続し
て編集会議で検討することになりました。

石川県保険医協会の財産の一つとして、『病院マップ』をさらに発展さ
せていくために、会員の先生方に開かれた編集会議となるように努力して
いきたいと思います。

アンケートの結果 アンケートの結果 アンケートの結果 
理事・医療福祉部長　大川　義弘（金沢市・内科） 

『病院マップ』25周年記念 
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石
川
県
保
険
医
協
会
の
ゴ
ル

フ
大
会
が
、
十
月
十
七
日
、
金

沢
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
五
月
に
、
地
元

で
あ
る
金
沢
市
田
上
町
に
開
業

い
た
し
ま
し
た
。
保
険
医
協
会

に
も
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

ば
か
り
で
、
今
ま
で
は
特
に
行

事
ご
と
に
も
参
加
し
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
毎
回
送
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
お
知
ら
せ
の
中

に
、
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
の
情
報

を
見
つ
け
、
こ
れ
を
機
に
他
の

先
生
方
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
ら
と
考
え
、
思
い

切
っ
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

当
日
は
第
一
組
目
で
、
大
勢

の
先
生
方
の
中
の
ス
タ
ー
ト

は
、
か
な
り
緊
張
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
体
が
硬
直
し
て
し

ま
い
、
ま
っ
た
く
の
手
打
ち
状

態
で
、
左
に
引
っ
掛
け
ぎ
み
の

あ
ま
り
、
距
離
の
出
て
い
な
い

弾
道
だ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
第
二
打
目
は
、

得
意
の
Ｆ
Ｗ
も
だ
ふ
り
、
パ
ッ

個人優勝 
中泉　俊彦 

他
の
先
生
方
と
の 

交
流
を
深
め
ら
れ 

中
泉
　
俊
彦
　
　 

（
金
沢
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
）   

ト
は
な
ん
で
も
な
い
三
十
セ
ン

チ
ほ
ど
が
入
ら
ず
、
緊
張
に
は

勝
て
な
い
、
ま
だ
ま
だ
の
若
輩

者
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
ペ

ア
ー
で
ラ
ウ
ン
ド
し
て
い
た
だ

い
た
先
生
方
に
は
、
と
て
も
紳

士
的
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

昼
の
休
憩
の
後
は
、
前
半
の

か
な
り
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
た

め
の
反
動
か
、
精
彩
を
欠
く

シ
ョ
ッ
ト
ば
か
り
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ラ
ウ
ン
ド
終
了
後
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
な
ん
と
ダ
ブ
ル

ぺ
リ
ア
が
う
ま
く
か
み
合
い
、

自
分
が
優
勝
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
も
ニ
ア
ピ
ン
を
一

つ
取
る
こ
と
が
で
き
、
あ
わ
せ

て
た
く
さ
ん
の
フ
ル
ー
ツ
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

幸
せ
で
し
た
。
し
か
し
、
歯
科

の
先
生
方
の
正
確
な
シ
ョ
ッ
ト

や
、
迫
力
の
あ
る
ス
イ
ン
グ
な

ど
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
圧
巻
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か

り
、
技
術
的
に
も
メ
ン
タ
ル
的

に
も
鍛
え
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
先

生
方
に
は
、
心
よ
り
深
く
感
謝

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大

変
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

十
月
十
七
日
、
絶
好
の
秋
晴

れ
の
中
、
金
沢
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
て
保
険
医
協
会
主
催
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
医
科
チ
ー
ム
、

コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ー
ム
、
そ

し
て
、
わ
れ
わ
れ
歯
科
チ
ー
ム

の
三
チ
ー
ム
の
対
抗
戦
も
兼
ね

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ

歯
科
チ
ー
ム
は
、
密
か
に
団
体

優
勝
を
確
信
し
つ
つ
も
、
か
す

か
な
不
安
も
持
ち
つ
つ
、
一
人

ひ
と
り
が
当
日
に
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
合
わ
せ
、
意
気
揚
々

と
挑
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

歯
科
チ
ー
ム
が
見
事
、
団
体
優

毎
回
充
実
し
て 

楽
し
い
コ
ン
ペ 

団体優勝 
歯科チーム 

柳
下
　
治
男
　
　 

（
野
々
市
町
・
歯
科
）   

勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

個
人
優
勝
は
残
念
な
が
ら
縁

が
な
く
、
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

も
一
度
し
か
『O

N
E

　

O
N

』

で
き
ず
、
幸
か
不
幸
か
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

六
百
円
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
足
を
引
っ
張
っ
て
し
ま

い
落
ち
込
ん
で
い
ま
い
し
た

が
、
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
で
の
報

告
で
、
ほ
と
ん
ど
の
先
生
が
自

分
と
同
じ
結
果
で
あ
っ
た
こ
と

に
、
ど
れ
ほ
ど
安
堵
し
た
こ
と

か
。し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
企
画

は
、
毎
回
楽
し
く
参
加
で
き
る

の
で
、
今
後
も
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

プ
レ
ー
中
は
、
普
段
知
り
合
う

機
会
の
少
な
い
先
生
方
と
の
交

流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
大
変

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
く
れ
た
幹
事
役

員
の
先
生
方
に
、
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

次
回
ゴ
ル
フ
大
会
に
向
け

て
、
歯
科
で
は
さ
ら
な
る
成
果

を
あ
げ
る
た
め
、
個
々
の
実
力

を
伸
ば
し
、
連
勝
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
来
年
も
医
科
や

コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
先
生
方
の

多
く
の
挑
戦
を
待
っ
て
い
ま

す
。

昨年に引き続き、今年も好天に恵まれた中で、ゴルフ大会を開催することが

できました。参加者は 19 人で、内訳は、医科会員６人、歯科会員７人、コ・

メディカル６人という構成でした。

当ゴルフ大会の趣旨は、医科、歯科、コ・メディカルの親睦を特に大切にし

ており、ハンディキャップの差はあっても、皆が楽しめる大会を目指していま

す。

今回は、個人戦以外に医科チーム、歯科チーム、コ・メディカルチームによ

る団体戦も行いましたが、みなさん楽しめたでしょうか（平田米里副会長は写

真係をしつつも、十分に楽しんでおられたようです）。

予想通り歯科チームが圧勝し、物足りなさもあったと思います。コンペ終了

後の反省会では、いろいろ問題点が続出し、来年はまた工夫をして、皆さんに

楽しめる企画をしようと話し合いました。

優勝は、耳鼻咽喉科を開業の中泉俊彦先生でした。今年初参加で、若手の

ホープといった感じで、今後も期待しています。

最後にチャリティーのほうですが、合計 13,800 円になりました。1 ホール

200 円ですから、合計 69 回分で、参加者 19 人で割ると、１人当たり平均 3.6

回という計算になり、いかに金沢 GC のショートホールが難しいかということ

が分かりますね。

集まったお金は、「Make A Wish」という小児難病患者さんの夢をかなえる

お手伝いをしている団体に寄付させていただきます。ご参加いただいた（ご寄

附をしていただいた）方々には、厚くお礼を申し上げます。

斉藤　典才 （金沢市・外科） 

ゴルフ大会 ゴルフ大会 ゴルフ大会 保険医協会 保険医協会 201020102010

個人優勝の中泉俊彦会員

団体優勝のカップを手にする向将裕会員

秋晴れの中、19人が参加して開かれた今年のゴルフ大会
　　　　　　　　　　  （10月17日・金沢ゴルフクラブ）
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「
数
独
」
の
解
答

１
＋
８
で
、答
え
は「
９
」

（
問
題
8
面
）

▲
１
二
金
△
同
玉
▲
１
一
飛
△

２
二
玉
▲
３
三
角
△
同
銀
▲
２

一
馬
ま
で
７
手
詰
。 

〈
解
説
〉
▲
１
二
金
と
捨
て
て
さ

ら
に
▲
１
一
飛
が
好
手
で
す
。

△
同
玉
は
２
一
馬
ま
で
。
５
手

目
▲
３
三
角
が
決
め
手
で
す
。

以
下
▲
２
一
馬
で
ピ
ッ
タ
リ
。 

将
棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
） 

囲

解
答

碁4

ロ
 

イ
 

5 1

3
2

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
が
好
手
。
白
２
に
は
黒
３
か
ら

５
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
３
は
白
４
黒

５
白
１
で
セ
キ
。
白
２
で
３
な
ら
黒
２

白
イ
黒
２
。
ま
た
白
２
で
５
な
ら
黒
２

白
１
黒
ロ
で
白
死
で
す
。
 

歯科チーム 

・平田　米里（野々市町） 
・長　　哲也（小松市） 
・向　　将裕（金沢市） 
・大平三四郎（金沢市） 
・横川　一郎（白山市） 
・能勢　大尚（加賀市） 
・柳下　治男（野々市町） 
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原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

囲 碁

（解答は7面にあります） （解答は7面にあります） 

持
駒
　
飛
角 

黒先　7分で１、２級以上 
〈ヒント〉 セキでは失敗です。 
  一手目に好手があります。 

〈ヒント〉玉は下段に追え……。 
 ５分で１級 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

初級編 初級編 

玉 
銀 

歩 
歩 

銀 

歩 
馬 

金 

河野　晃（金沢市・小児科） 

18
コスタリカの港町プンタレナスに寄港して 

会員リレーエッセー         ◆◆ 135◆◆

二
〇
〇
九
年
六
月
三
十
日
、

コ
ス
タ
リ
カ
の
港
町
プ
ン
タ
レ

ナ
ス
に
寄
港
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
は
日
本
の
小
学
校
に

勤
務
経
験
が
あ
る
、
首
都
サ
ン

ホ
セ
の
大
学
の
教
育
学
部
大
学

院
修
士
課
程
の
日
本
人
女
性
で

し
た
。

コ
ス
タ
リ
カ

は
、
火
山
国
で

（
最
高
峰
の
山
は

三
千
八
百
二
十
一

メ
ー
ト
ル
）
時
々

大
地
震
が
あ
り
、

山
岳
地
帯
が
続

き
、
大
規
模
な
農

業
は
成
り
立
た
な

い
国
で
す
。
二
つ

の
大
洋
に
挟
ま

れ
、
中
央
に
は
山

脈
が
連
な
り
、
数

多
く
の
動
植
物
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
野
鳥
の
種

類
が
多
く
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
の
聖
地
と
言
わ
れ
て
、

大
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら
観

光
を
楽
し
む
エ
コ
ツ
ア
ー
の
発

祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

十
六
〜
十
七
世
紀
に
、
ス
ペ

イ
ン
人
が
当
地
に
来
ま
し
た

が
、
先
住
民
た
ち
が
、
身
な
り

は
貧
し
い
も
の
の
、
大
き
な
金

の
装
飾
品
を
身
に
つ
け
て
い
る

こ
と
に
驚
き
、「
豊
か
な
海
岸

‖
コ
ス
タ
・
リ
カ
」
と
い
う
地

名
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
実
際

に
は
山
岳
地
帯
ば
か
り
で
、
広

大
な
農
地
は
望
め
ず
、
侵
略
者

に
と
っ
て
は
、
魅
力
の
な
い
土

地
柄
で
し
た
。

一
八
四
八
年
に
、
正
式
に
コ

ス
タ
リ
カ
共
和
国
と
し
て
独
立

し
ま
す
。
独
立
の
た
め
の
市
民

戦
争
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
初
代
国
家
元
首
も
教
育
者

で
し
た
。

一
八
六
九
年
に
義
務
教
育
制

度
が
施
行
さ
れ
て
、
一
八
八
九

年
に
初
の
民
主
的
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
九
四
九
年
に
制

定
さ
れ
た
憲
法

で
は
「
軍
隊
を

保
持
し
な
い
」

と
定
め
、
軍
事

費
で
は
な
く
、

教
育
と
社
会
保

障
に
国
費
を
向

け
な
が
ら
、
国

民
の
教
育
水
準

を
高
め
て
、
中

米
で
政
治
的
に

最
も
安
定
し
た

国
と
な
り
ま
し

た
。国

家
予
算
の

二
〇
％
が
教
育
関
連
予
算
で
あ

り
、
小
学
校
〜
大
学
ま
で
授
業

料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
教

科
書
代
に
は
負
担
が
あ
り
ま

す
。小

学
校
で
も
、
学
力
が
一
定

の
水
準
で
な
い
と
進
級
で
き
な

い
そ
う
で
す
が
、
逆
に
高
齢
の

人
で
も
中
学
校
や
高
校
で
学
ぶ

人
も
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

医
療
に
関
し
て
は
、
公
的
医

療
機
関
で
の
個
人
の
支
払
い
は

無
料
で
す
。
サ
ン
ホ
セ
市
内
の

小
児
病
院
で
は
、
京
都
大
学
の

協
力
を
得
て
、
小
児
の
生
体
肝

移
植
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
緊
急
を
要
す
る
医
療
の
場

合
に
は
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
ま

た
、
合
法
で
は
な
い
滞
在
者
で

も
、
負
担
な
し
に
医
療
が
受
け

ら
れ
る
そ
う
で
す
。
年
金
に
関

し
て
は
、
雇
い
主
一
三
％
、
労

働
者
九
％
の
負
担
で
積
み
立
て

を
し
て
、
社
会
保
障
金
庫
と
い

う
公
社
的
機
関
が
運
営
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
外
国
人
向
け
に
、
有

料
の
医
療
観
光
事
業
が
行
わ
れ

て
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
豊
か
な
自

然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
美
容
整

形
や
歯
科
矯
正
な
ど
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

外
貨
を
得
る
の
は
、
第
一
は

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
、

第
二
は
知
る
人
ぞ
知
る
良
質
の

コ
ー
ヒ
ー
の
輸
出
で
す
。
水
の

質
が
よ
い
の
で
、「Intel

」
の

工
場
が
進
出
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
か
ら
の
輸
入
石
油
が
大
き

な
位
置
を
占
め
て
い
る
よ
う

で
、
水
力
や
地
熱
に
よ
る
発
電

も
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
ホ
セ
市
内
で
も
、
土
日

に
は
商
店
の
半
数
は
閉
店
す
る

そ
う
で
す
。「
ガ
ツ
ガ
ツ
金
儲

け
に
走
る
」
こ
と
に
は
価
値
を

見
出
さ
な
い
「
足
る
こ
と
を
知

る
」
国
民
性
で
あ
る
よ
う

だ
・
・
・
と
の
ガ
イ
ド
の
話
で

し
た
。

市
民
が
住
ん
で
い
る
住
居
は

平
屋
が
多
く
（
地
震
が
多
い
た

め
）
物
質
的
に
豊
か
そ
う
だ
と

言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
産
業
構

造
と
自
然
環
境
の
中
で
、
軍
隊

を
持
た
ず
、
教
育
、
医
療
、
福

祉
に
多
く
の
予
算
を
か
け
る
政

策
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
に
感

心
し
ま
し
た
。

猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症
患
者
さ
ん
が
多
く
来
院
さ
れ
た
夏

も
、
彼
岸
を
境
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
は
徐
々
に
寒
く
な

り
、
木
々
は
紅
葉
し
、
熊
が
人
里
に
現
れ
て
い
ま
す
。

診
療
所
の
外
来
は
、
風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今
度
の
冬
は
、
厳
冬
、
大
雪

に
な
ら
な
い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。
地
球
環
境
、
自
然
界
が

不
安
定
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
人
間
界

に
も
嵐
が
吹
い
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
、
オ
バ
マ
政
権
に
な
っ
て
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
戦
争
を
続
け
て
い
ま
す
。
ハ
イ
テ
ク
の
ミ
サ
イ
ル
を

使
い
、
ア
メ
リ
カ
本
土
に
居
な
が
ら
、
遠
隔
操
作
で
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
兵
を
攻
撃
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
と
、
自

爆
攻
撃
を
す
る
タ
リ
バ
ン
兵
、
泥
沼
底
な
し
沼
に
陥
っ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
誤
爆
が
多
く
一
般
市
民
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
と
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
中
村
哲
医
師
は
伝
え
て
い
ま

す
。
悪
循
環
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
政
治
も
、
混
迷
状
態
で
す
。
昨
年
の
夏
、
自
民
党

政
権
か
ら
民
主
党
政
権
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
年

過
ぎ
ま
し
た
。
日
本
は
、
良
い
方
向
に
チ
ェ
ン
ジ
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
良
く
な
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
古
い
権
力
者
集
団
と
、
新
し
い
権
力
者
集
団
が
、
国
民

そ
っ
ち
の
け
で
権
力
闘
争
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
人
を
大

切
に
し
な
い
政
治
が
行
わ
れ
、
そ
の
影
響
で
社
会
全
体
が
す

さ
ん
で
来
て
い
ま
す
。
自
殺
、
孤
独
死
、
い
じ
め
、
詐
欺
、

な
ど
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
民
を
大
切
に
す
る
政
治

が
行
わ
れ
、「
皆
が
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
日
本
」
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
龍
馬
伝
を
見
て
い
ま

す
。
龍
馬
の
「
志
」
で
あ
る
、
こ
の
セ
リ
フ
が
最
近
の
お
気

に
入
り
で
す
。

自
分
の
で
き
る
こ
と
と
し
て
、「
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
地

域
の
人
た
ち
の
気
持
ち
を
暖
め
た
い
」
と
、
所
長
ブ
ロ
グ
を

作
っ
て
い
ま
す
。
お
暇
な
時
に
、
見
て
く
だ
さ
い
。「
小
松

み
な
み
診
療
所
」
で
検
索
を
。

　

つ
ぶ
や
き

帯
刀　

裕
之
（
小
松
市
・
内
科
）

コスタリカ国立劇場、コーヒー生産が軌道に乗った
19世紀末にパリのオペラ座をモデルに建設された。
日本の芸術家もよく出演する

16世紀、身なりは貧しいが大きな金の装身具を身に
つけた先住民のところにスペイン人がやってきた。
黄金博物館のポスターの一部より

数 独 数 独 SUDOKU

二重枠（二つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。 
【ルール】 
q空いているマスに、1から
9までの数字のどれかを
入れます。 

wタテ列（9列あります）、ヨ
コ列（9列あります）、太線
で囲まれた3×3のブロッ
ク（それぞれ9マスあるブ
ロックが9つあります）の
どれにも1から9までの数
字が1つずつ入ります。 

（答え7面） 
パズル制作／ニコリ 

5 2 1
9 8 5 4 3 6

1
8 □ 9 6 7
3 7 □ 5
4 2 3 8

5
5 6 8 3 4 7
2 7 6


